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高橋　孝先生 書

　桜の開花をまだかまだかと待っている今日この頃です。さ

て、またまた郡医報発行が遅くなりました。そして今年度2

回の発行でした。本当に申し訳ありません。

　さて昨年は新型インフルエンザに振り回されました。大勢

の子どもたちが感染し、たくさんの人にワクチン接種しまし

た。しかしワクチン接種が後手後手にまわったことは確か

で、流行を抑えることができず、重症で入院加療した児もい

て、心を痛めました。また新型プリウスの発売そして欠陥で

TOYOTAさんも大変でした。新型に振り回された2009年

でした。

　郡医報つくりのお手伝いをして8年になりました。原稿の

お願いを快くお引き受けくださった会員の先生方、いつも表

紙を飾る絵をご提供くださった高橋孝先生、岩手山の写真を

撮ってくださった森先生、ありがとうございました。この場

をお借りして御礼申し上げます。またいつも不手際ばかりで

申し訳ありませんでした。会員の皆様にこの場をお借りして

お詫び申し上げます。新年度は原稿を提供する側にまわりた

いかな？ （山口淑子）
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【入　会】

入会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 年齢 区分 備　　　　考

10月１日 あずみのクリニック 高 橋 和 人

【異　動】

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 異　　動　　の　　内　　容
異動区分 異動後の施設名

12月31日 坂 井 医 院 坂 井 博 毅 閉院 自宅会員に

１月１日 西 根 病 院 嶋 信 退職 自宅会員に

【退　会】

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 備　　　　　　　考

６月30日 松 井 勝 範 退職（盛岡市医師会へ）

７月31日 遠 藤 哲 夫 閉院（花巻市医師会へ）

７月31日 県 立 沼 宮 内 病 院 宮 本 勇 二 退職（八戸市へ）

８月26日 東 八 幡 平 病 院 玉 川 芳 春 死亡退職
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巻　頭　言

　平成21年度郡医師会の諸活動にご協力いただきありがとうございました。特に新型インフ
ルエンザへの各地域での懸命なご対応、ならびに地域医療の確保にご尽力いただき心から感
謝申し上げます。
　平成22年2010年は寅年であります、丁度60年前の寅年は昭和25年1950年で、朝鮮戦争が勃
発して戦後の経済復興のきっかけになった年であり、その前の60年前に遡りますと明治22年
（1890年）は東北本線が開通した年でもあり翌年、盛岡そして青森まで鉄道敷設がなされた
そうで、寅年は歴史的社会的激動の年としてのジンクスがあるようです。
　さて我が国は昨年９月の政権交代から約七ヶ月を経過しております。 しかしながら、激
動の最中にあり、多くの環境の変化あり常時政治へ関心を保たざるを得ない不安定な社会状
況でもあります。これらの推移は予断の許せない状況でもあります。
　昨今の日本における経済情勢は景気の大きな落ち込みと共にデフレスパイラルが危惧され
ております。今回の10年ぶりの診療報酬改訂はプラス改訂になったとはいえ、0.19%のプラ
スと言う期待はずれの決定には落胆された先生方も多いのではないかと思います。何とか地
域医療崩壊への歯止めになる対策を願うのみであります。
　このような閉塞感の強い時代であればこそ、我々医師会の活動内容を質的に向上させるた
めの吟味と検討が求められており、また地域医療崩壊を如何に防ぐかという具体的な対策を
検討して実現に近づけることが喫緊の課題でもあります。
　昨年末、県民会館で「カルタゴ展」が開催されており、ローマ帝国の歴史の中で重要なポ
エニ戦役におけるハンニバルの活躍が印象的であります。スペインからエブロ河を越え予想
も出来なかったアルプス越えを果たし、南イタリア地方のカンナエでローマ軍団を打ち砕い
たハンニバルの活躍はとても有名であります。アフリカに宣教師としてではなく、医師とし
て行くために、30歳から医学生になり医師として奉仕する決意したシュバイツアー博士は
「我が生活と思想より」の中で次のように記しております。「私が医者たらんとしたのは喋
らずにすむからであった。しかしこれからの来るべき仕事をただその実践のみをこい願っ
た」とし、「医学生になることは甲斐のあることであり、このためあまりにも長すぎると思
われるときは、ハミカルもハンニバルもローマに進軍するためには、スペイン征服に長い準
備を経たのであると自らを慰めた」と記されています。
　我々を取り巻く社会的経済的状況は極めて厳しいことを真摯に受け止め、我々は日々の地
域医療を通して、保健・医療・福祉の諸活動へ長期的展望の下に、支援・協力することが最
も大切な使命・役割であると思われます。新年度も岩手郡医師会活動への一層のご支援とご
協力をお願い申し上げ、巻頭言の挨拶に替える次第であります。

平成22年度も郡医師会諸活動への
ご支援・ご協力を

社団法人岩手郡医師会　会　長　　及　川　忠　人
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 総　 会　 議　 事　 録 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成21年度 第１回岩手郡医師会通常総会
招集通知日：平成21年６月６日㈯
日　　　時：平成21年６月27日㈯
　　　　　　16時00分
場　　　所：盛岡市盛岡駅前北通２－27

　　ホテルメトロポリタン盛岡　
NEW WING ４階メトロホール

総 会 員 数：95名

出席会員数：33名
委任出席数：40名
司　　　会：副会長　栃内秀彦
開　　　会：副会長　篠村達雅
議　　　長：　　　　飯島　仁
議事録署名人：伊藤　昭治、杉本圭一郎
閉 会 挨 拶：副会長　栃内秀彦

　議長が担当部会活動報告を求め、各担当
理事から平成20年度担当部会活動の報告が
あった。

 ①総務
　高橋邦尚理事より報告があった。
　今回は頑張りました、トータルしました
ら全部で10回の会を催しまして、そのうち
６回はいわゆる総務会、それから２回の臨
時総務会を行い、さらに２回の拡大総務会
という形で、合計10回を行いました。
　前半は主に特定健診等の取り決めについ
て協議しました。いろいろ医療行政の変化
がありまして、我々の健診業務にもいろん
なことがでてまいりました。簡潔に申しま
すといわゆる滝沢モデルというのが中心に
なりまして、滝沢の健診業務をどうするの
かをまず話し合いました。その過程で、２
回の拡大総務会を開きまして地域の先生方
のご意見を伺いました。最終的には、会
長、それから高橋牧之介先生のご尽力を得
まして、予防医学協会とほぼ友好な契約を
結ぶことができました。具体的には、我々
の希望でありました腎機能それから糖尿病
の指標、それから貧血等をすべて行い、さ
らに心電図も全例に行うということで、国

保というものは一斉にとりおこなうという
こと、それから、社会保険の家族につきま
しても、ほぼ金額的にも国保と同じレベル
まで引き下げることに関して了解を得るこ
とができました。
　この滝沢モデルを皆様に示したうえで、
各地域ごとの事情に応じまして、現在、特
定健診が行われているものと思われます。
　後半につきましては、いわゆるインフル
エンザの対策についてですが、これはまだ
まだ広報の仕方等について検討の余地があ
ると判断いたしました。

 ②地域医療
　栃内秀彦副会長より報告があった。
　総務とほとんど同じ内容となってしまい
ますが、主に特定健診とインフルエンザの
件が今年の初めから現在に至って行われて
います。特定健診は紺野先生、高橋邦尚先
生、植田先生、高橋真先生等が中心になり
まして役場と交渉し、また郡の拡大総務会

■■■■ 活 　 動 　 報 　 告 ■■■■
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が開かれまして、なるべくなら郡全体で方
向づけをしていこうということで、地域差
があるので全員同じようにはいかないので
すが、できることからやっていこうという
ことで進んでおります。
　インフルエンザにつきましては、予防
グッズの配布ということで、もちろん岩手
郡医師会だけでして、ほかの医師会の先生
方からうらやましがられております。今後
も、使わないのが一番いいのですが、予算
のゆるすような状況があれば、また、今一
つ増やしておいてもいいのではないかと考
えています。それからインフルエンザのほ
うは、沼宮内の佐々木先生が中心となって
いろいろやっております。皆さんご承知の
とおり、まだ終息宣言が出されていないと
いうことで、まだ一応要警戒というふうな
状況にあるかと思います。

 ③医療保険
　佐々木久夫理事より報告があった。
　保険問題については、特別報告するよう
なことはありません。いまのところ、この
ままです。

 ④産業医
　森茂雄理事より報告があった。
　平成20年度の産業医の活動は、実地研修
会を平成20年10月11日に行いました。場所
は、松尾にあります積水メディカル岩手工
場で、最初に岩手医科大学公衆衛生学の大
澤正樹先生の講演で、タイトルは「特定健
診と循環器疾患の予防」で１時間の講演で
中身が濃くよかったと思います。その後
で、積水メディカルの工場見学ですけど、
この工場は山の中にあるんですが、とても
すばらしい施設で、特に最終産物の産業廃
棄物をけんき性の発酵で、メタンガスを
作っていて、それをただ恰好だけでメタン

ガスを使っているのではなくて、工場のエ
ネルギーの三分の一か四分の一になるエネ
ルギーとなっていて、すばらしい工場で
ISO14001にも認証されております。
　今回は、連休の前の日で、だいぶおしか
りを受けておりますので、今年は連休の前
の土曜日にはかからないようにするように
努力します。

 ⑤学校保健
　山口淑子理事より報告があった。
　20年度は２回会議を持ちまして、活動方
針の策定とか報告とかしました。21年度に
入りまして、４月に今年度の活動を確認し
ました。担当は、各市町村から１名出てい
ただくんですが、雫石町で谷藤先生が医師
会を退会されたということで、上原先生に
再復活していただくことになりました。
今年は、岩手町、葛巻町、八幡平市で、肥
満の子供が県平均より多いということで、
県央保健所主導で「メタボ予防生き生き
キッズ大作戦」というのを始めました。学
校現場で、小学生にアンケート調査が始ま
ります。成人病予防と食育の大切さを、学
童、親子に気づきを促すというような目的
で始めます。各市町村で相談があると思い
ますが、その時はよろしくお願いします。

 ⑥広報
　山口淑子理事より報告があった。
　本日、封筒の中に岩手郡医報92号が入っ
ていると思います。20年度に２回発行し、
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本当はこれが20年度の３回目の発行と思っ
ていただいたほうがいいと思います。中身
も20年度のことが主に書いてあり最後に21
年度の事業計画が書いてありますが、これ
は前回の総会の時に発表されたものです。
いろいろ間違いがありますけど、おゆるし
下さい。医師会の野球大会選手名簿もだい
ぶ違っているとの指摘もあり、正しい選手
名簿については、事務局から連絡がいきま
すので、よろしくお願いします。
　本日、ご報告いただいた各担当理事の先
生にお願いがあります。今日、ご報告いた
だいた内容を、近日中に私のほうにお送り
いただければと思います。
 ⑦生涯教育
　栃内秀彦副会長より報告があった。
　遠藤先生の報告を代読します。
　特段なことはありませんが、例年のごと
く郡医師会として、年に４、５回の講演を
実施して単位取得の申請を行っていく予定
です。単位を取得した方で報告していない
人があるので、県医師会のほうに報告して
くださいとのことですが、申込しなくても
自動的に県医師会に報告が行くはずですの
で、遠藤先生が勘違いしておられると思い
ますが、単位を取得していただきたいとい
うことです。

 ⑧健康教育
　高橋邦尚理事より報告があった。
　現在、詳しいことは決まっていませんが、
秋になりまして本年度は、八幡平がリーダー

となって何らかの形で開催する予定となっ
ています。詳細は後ほどご連絡いたします。

 ⑨診療所
　篠村達雅副会長より報告があった。
　岩手県医師会診療所部会幹事会が、６月
13日に２年ぶりに行われました。
　中身の報告ですが、岩手県看護職員確保
対策連絡協議会、岩手看護職員確保定着ア
クションプランという、2008年から2010年
というもの、それからもう一つは、都道府
県医師会医療関係者担当理事連絡協議会と
いうのが、２月13日に日本医師会であっ
て、その時は、看護職員をめぐる最近の動
向について、そして看護職員確保対策予算
がついて、それを早く出してくれるように
との話がありました。それから、続いて有
床診療所協議会というのがありました。
　その中で、一つ変わったのは、一般の有
床診療所にショートステイをおいてＯＫだ
と、それで30日間のうち１日だけ退院させ
ろということだそうです、結局29日間は介
護保険をつかって入所させ、１日は退所さ
せるか自分で自己負担するかして、また１
ケ月継続して、それを繰り返すことが可能
になるとのことでした。ただ、施設の人員
等についてしばりがあるので、それをよく
見てくださいとの説明でした。

 ⑩医師連盟
　及川忠人会長より報告があった。
　岩手県医師連盟が、これまで３回郡市医
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ケ月継続して、それを繰り返すことが可能
になるとのことでした。ただ、施設の人員
等についてしばりがあるので、それをよく
見てくださいとの説明でした。
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師会長会議の後におこなわれました。その
他に、５月15日に岩手郡が２区ということ
で、特別指定区域ということで、日本医師
会から常任理事の先生と西島参議院議員、
そして鈴木俊一衆議院議員、そして我々会
長・副会長、医師連盟担当の宮古と二戸そ
して岩手郡、盛岡も一部集まりまして、協
議の場を持ちました。
　なかなか地域医療の改革とかいろんなこ
とで大変な状況の説明がありました。ま
た、特にカルテの電子化についての緩和策
が、65歳以上の方にはいろいろ緩和すると
か、あるいは300件以下の場合は緩和する
とか、保険の様々な緩和策を提案中である
との説明が西島議員のほうからありまし
て、いろいろ交流の場を持つことができま
した。
　昨今の政治情勢を見ますと、非常に緊迫
感があり、医師連盟の立場からなかなか大
変な面もありますけど、また、それぞれの
地区の先生方に、いろいろとご支援をいた
だかなければならないと思っております。
その時は、それぞれの地域を回ってお願を
しなければと思っておりますので、よろし
くご支援願います。

　活動報告全体について、議長が質問を糺
したが、特に質問・意見はなかった。

　続いて議長は議事に入った。
第１号議案　平成20年度岩手郡医師会一般
会計決算（案）について
第２号議案　平成20年度岩手郡医師会休祭
日当番医会計決算（案）について
第３号議案　平成20年度岩手郡医師会特別
会計決算（案）について
　議長より、第１号議案、第２号議案、第

３号議案は、一括して上程する旨説明が
あった。
　続いて、篠村達雅副会長より、別紙資料
２から４に基づき説明があった。
　
　決算案について、議長が質問を糺したと
ころ、下記の質問があった。

根本先生：いつも繰越金が３千万円くらい
あり、私の時から２千万円くらいあって増
えている、現に、私も当番医をやっている
けども、誰も当番医はやりたくないという
のが事実で、この積立金は、こんなに法人
だから持ってていいものかどうなのか今後
ね、それから、こういう患者さんがどんど
ん減ってきて、積立金を積んでおって、岩
手郡の先生が例えば120人で一人10万円と
しても1,200円だと、まあ半分にもなる、
そういう返還の要求が出た場合のことも考
えなくてはならない、あるいは、次の政局
で補助金がこんなにくるかどうか、これか
ら積み立てができるかどうか、そのへんの
予測といいますか、どうしようかという考
えを持っています。
及川会長：この問題は、いつも、前回の総
会でもいろいろと議論がありまして、いま
公益法人の改革が行われていまして、あと
４年のうちにどうするか態度を決めなくて
はという状況にあります。
　そういった場合に、剰余金といいます
か、持っているお金をどうするのかという
のが問題となります。ただ、高橋牧之介先
生から引き継ぎまして、その時とそんなに
沢山変わっていないんですけど、最初は、
郡医師会の会館を作るとか、本部を作るん
だとかの目標で、先輩方が営々と蓄えてき
たお金でもございますし、ほかの医師会で
は、その都度件数に応じて分配していると
ころもありますが、大多数の医師会は、い

■■■■■■ 議　　　 　事 ■■■■■■
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わゆる医師会の運営資金として使っている
というのが大部分であります。
　そして、これは公的に毎年380万円位き
てまして、前は430万円くらいでしたけど
も、玉山村が抜けたために減ったというこ
とで、これは、たぶんそんなに減っていく
ことはないだろうと思っていますが、た
だ、これからの情勢の中で、合併とかいろ
んないことが起こってきますと、どういう
ふうに考えたらいいのか、非常に思い悩む
ものがございます。
　ただ、これは高橋顧問とも話しています
が、いざという時にある程度お金を持って
いないと大変なことになるんじゃないか、
全体の所帯がいま95名ですので、そして５
市町村に渡りますので、何かがあって、こ
の間のインフルエンザの予防具でも100万
円ちょっとかかるということで、なんかあ
れば、もっとそういう支援するときに、医
師会がお金を持っていなければどうにもな
らないだろうということで、けっして、豊
富な金持ちということでもありませんし、
そのお金以外には何も岩手郡医師会は蓄え
がありませんし、後はみんな人的なネット
ワークのみ財産としてあるということでご
ざいますので、これから検討委員会みたい
な形で皆で詰めなければならないなと思っ
た矢先に、特定健診やインフルエンザに追
いまくられて、まだそこまで手が回ってい
ないというのが実情でございまして、次の
臨時総会に向けて皆で検討してまいりたい
と思っておりますので、どうぞいろいろた
くさんのご意見をいただければありがたい
と思っております。
田村先生：資料２の歳出の部のところです
けれども、旅費交通費がけっこう高額なの
で、次回から摘要の所にもう少し詳しく説
明していただければよろしいと思います。
及川会長：旅費交通費はいろいろな委員会

等が多くなれば、その分だけ増えていきま
すので、今回は特定健診など様々な対応の
ため、いつもより多くなっております。旅
費支給についてもルール作りが必要と思っ
ております。今後の検討課題であります。

　ついで、高橋孝監事より、資料８のとお
り５月28日に私と西島先生が参加しまし
て、会長と事務職員から説明を受けました
が、まったく立派なものでした。去年も感
心しましたが非常に立派な会計処理でし
て、社団法人岩手郡医師会の平成20年度の
業務および財産の現況について、会計帳簿
および書類の閲覧により妥当であると認め
る旨、監査報告がなされた。

第１号議案および第２号議案並びに第３号
議案について、議長がこれを諮ったとこ
ろ、全員異議なく、原案通り満場一致をもっ
て、承認し可決された。

①特定健診機関の請求事務代行の手続きに
　ついて
　及川会長から資料９に基づき説明があっ
た。
　特定健診の集合契約、これが昨年度、滝
沢村と雫石町のみで、ほかの市町村はなく
健診事業を継続していたわけですが、平成
21年度から八幡平市と葛巻町が加わるとい
う形になり、集合契約としての機関コード
を届けるということで、こういう形になっ
て一覧できると、これでどのような状況に
なっているのか把握できるということで、
それについての詳しい説明ですので後でお
読みになっていただきたい。支払基金のほ
うに岩手郡医師会が集合契約として皆さん
に変わって申込んだものです。

■■■■■■ そ　  の  　他 ■■■■■■
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　特定健診機関の請求事務代行の手続きに
ついて、議長が質問・意見を糺したが、特
に発言はなかった。

②第61回岩手県医師会親睦野球大会参加
について
　及川会長から資料10に基づき説明があっ
た。
　８月23日に紫波運動公園野球場中心に、
紫波郡医師会が担当で岩手県医師会親睦野
球大会が開催されます。遠くでの開催です
と前の日に宿泊しての参加ですが、近いと
ころですので、今年も、滝沢村の高橋顧問
宅に集合して、マイクロバスを使って紫波
にいきたいと思います。また、それぞれで
参加する方も多いと思いますが、よろしく
ご支援いただきたいと思います。なお、植
田先生に主将になっていただいて、練習日
などお願いしてありますので、いろいろ連
絡があると思いますが、ご支援いただきた
いと思います。６月末になりまして７月１
ケ月しかありませんが、何回もありません
が、皆で練習できる機会を数回持ちたいと
思っていますのでよろしくお願いします。

　野球大会について、議長が質問・意見を
糺したが、特に発言はなかった。

　議長が、その他提案事項があるかを糺し
たところ、下記の報告・質問があった。

　医師信用組合の理事を務めさせていただ
いている坂井ですが、信用組合の状態を簡
単に説明させていただきますが、今日、実
は総代会がありましたが、昨年度は５回理
事会がありました、みんな諸先生方厳しい
経済情勢の中、岩手医師信用組合はだい
じょうぶなのかと心配なさっていると思い
ますが、いずれもこの厳しい全国のサブプ

ライムローンに始まって、厳しい経済情勢
のなか極めて健全な経営をしているようで
あります。昨年度の利益は１億円を超えて
おりますし、自己資本率も27.6％で非常に
健全な経営となっておりますので、先生方
にぜひご利用いただきますよう、お願いか
たがたご報告とさせていただきます。

　田村先生より、財産目録資料７のところ
で一つ教えていただきたい旨発言があっ
た。この預金のところですけども、3,200
万円は普通預金になっていますけど、これ
で間違いはないですか。全体としてバラン
スが悪い気がしますので教えてください。
及川会長：今日は会計実務者がおりません
ので、通帳の詳細まではわかりませんけど
も、この間、監査で監事の方に確認してい
ただきました。実際に、いろいろ動かした
りする大きなお金が必要で、そうゆうこと
でこの口座だけ大きくなっていると理解し
ております。
　これを、どうするか検討したときがあっ
たんですが、いろんなことがあり、今、こ
のような形でやっていると思います。特
に、これが非常に問題だというふうには
思っておりません。
田村先生：わかりました、監査も終わって
いるので特に言うことではないが、この数
字自体は総務会の先生方は常に確認なさっ
ていただいているのでしょうか。
及川会長：監事会は、監事２名と会長、副
会長５名で構成していますし、全員で確認
していますので、本当に間違いはございま
せん。

以上議事を終了
17時00分　栃内秀彦副会長が閉会を宣言し
た。
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　様ざまな変化の中で考えられることは、
あまり医師会が政治的に関わることが果た
して良いことであるかどうかということで
あります。我々は患者さんとして病気の診
察を行う場合には、その人の政治的考え方
を特に注目せずに診察治療をしているわけ
でありますから、むしろ我々は政治をある
超越した面から見ていくという基本的立場
が必要ではないかと思われます。特にこれ
までの日本医師会・県医師会の政治連盟の
あり方そのものは見直しが必要な時期にき
ているのではないかと思われます。
　そのような意味からも地域医師会の活動
を如何に進めるかは極めて重要な要因であ
り、これからの医師会はあまり政治に翻弄
されることのない、そのような環境作りが
必要ではないかと思われます。これまでの
活動の中でどうしても医療費抑制に対する
政治的活動は必要であったわけですが、最
低限度の医療確保のための医療費の引き上
げは必須のことであり、其れ無しには、今
後の地域医療の確保自体が困難となること
を我々の課題として捉えることが必要であ
ると思われます。
　今回の政権交代による変化については、
診療報酬の底上げは実現する可能性は高い
わけですが、まだこの政治状態ではどのよ
うな変革が起こり得るかつかみにくい状態

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 総　 会　 議　 事　 録 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成21年度 岩 手 郡 医 師 会 臨 時 総 会
招集通知日：平成21年11月16日㈪
日　　　時：平成21年12月５日㈯
　　　　　　17時30分
場　　　所：盛岡市盛岡駅前北通２番27号
　　　　　　ホテルメトロポリタン盛岡
　　　　　　NEW WING ３階　星雲の間
総 会 員 数：92名

出席会員数：24名
委任出席数：49名
司　　　会：副会長　栃内秀彦
開　　　会：副会長　篠村達雅
議　　　長：　　　　飯島　仁
議事録署名人：山田わか子、土井尻健一
閉 会 挨 拶：副会長　栃内秀彦

岩手郡医師会長　及川　忠人

　本日は土曜日のご多用のところ、岩手郡
医師会臨時総会にご参加頂き誠にありがと
うございました。激動の年も師走を迎えて
何かと忙しい、追われるような圧迫感を感
じる昨今でございます。
　さて、新政権が発足して、その対応とし
ての日本医師会の立場の変転が目立つ昨今
で御座います。特に中医協委員が激減する
等の変化に大きな驚きを覚える先生がたも
多かったのではないかと思います。しかし
ながらこれまでの与党としての自民党の
行ってきたことを考えると、政権交代の実
現に伴う変化を我々は経験しておりません
ので、今後の方向についてはとても見えに
くいものがあると思われます。

■■■■ 会 長 挨 拶 要 旨 ■■■■
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が続いております。
　さて８月の中旬から新型インフルエンザ
対策が大きな課題となってまいりました。
小生の所属する東八幡平病院においても、
大相撲の八幡平場所における力士のインフ
ルエンザ罹患には驚きました。幸い適切な
対応により、大事には至りませんでした
が、大変な衝撃を得たわけであります。新
型インフルエンザ流行の拡大とともに、診
療体制の強化について拡大総務会を開催し
て、県央保健所との連携を深める努力を致
しました。さらに各市町村毎の流行拡大時
の診療体制の強化について検討することに
なりました。特に滝沢村では休祭日当番を
二組で行う方式に11月初旬に行い取り組む
ことができました。11月がそのピークと
なったような状態ですが、今後は次第に流
行縮小へと推移することが予想されます
が、二次的流行も可能性がないわけではな
く、さらに季節型インフルエンザによる流
行と重なる場合には注意が必要であると思
われます。
　これらの新型インフルエンザ対策につい
て、特に新型インフルエンザワクチンの供
給が少なく10月19日にまず、医療関係者が
新型インフルエンザワクチンを接種して、
次いで看護師さん達に接種して、これから
と云うことになりましたが、色々な課題が
山積しております。
　最近のニュース等で新型ワクチンの副作
用が強いことが分かり、新型ワクチンの接
種希望者が激減してきていると思われま
す。今後、新型ワクチンの輸入や副作用等
を総合的に加味して、地域住民の視点にて
検討することが大切であると思う。
　さて12月２日に唐沢日本医師会長は都内
で開催された「医療フォーラム」にて演説
して、医療・介護分野の強化が日本の活力
を再生させると協調したうえで、「安心し

て財源を投入する」ことを希望しておりま
す。これまでの医療費抑制政策により医療
崩壊現象をこれ以上進行させないようにす
るためには、医療費・介護費が成長社会実
現に向けた投資であることはすでに西洋社
会が証明していると語り、日本も大きく舵
を切る時期に来たことを指摘しています。
　消費税にも言及してこれまでの整理のつ
かないままに消費税を引き上げれば医療機
関の経営が立ちゆかない事態も起こり得る
ことがあり、むやみな消費税の引き上げに
反対の立場をとっているようであります。
いずれにしても、激動の時節で先が読みに
くい状態でありますが、岩手郡医師会は地
域医師会の立場から地域住民の視点から、
今後の医師会活動を活発化することが必要
ではないでしょうか。
　本日は臨時総会ならびに恒例の忘年会で
はあります。例年であれば叙勲を頂いた先
生方の祝賀会をと検討致しましたが、諸般
の事情でそれを断念しておりますことを、
ご了承頂きたいと存じます。
　新しい年に向けての英気を共に頂きなが
ら忘年会を通して交流の場が有意義なもの
になることを期待申し上げまして、臨時総
会における、会長挨拶に替える次第であり
ます。

⑴　議長が会務報告を求め、及川忠人会長
が一括して下記内容の報告があった。
６月27日　岩手郡医師会大１回通常総会、

高橋牧之介顧問の特別講演
８月７日　社会保険集団指導
８月23日　岩手県医師会親睦野球大会（紫

波郡医師会担当）
８月30日　衆議院議員選挙
９月19日　救急蘇生研修会（葛巻町）

■■■■■■ 会  務  報  告 ■■■■■■
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９月25日　救急医療懇談会・特別講演（県
立中部病院：真瀬先生）

９月29日　拡大総務会（県央保健所と新型
インフルエンザについて協議）

10月６日　八幡平市、滝沢村でインフルエ
ンザの検討会議

10月17日　産業医研修会、八幡平市のアス
テラス製薬西根工場で、立身政
信岩手大学管理センター教授の
講演

10月20日　第４回役員会開催（平成22年度
からの役員の候補を選出する役
員選出委員会の立ち上げが決定
しております）

11月６日　八幡平市で市民健康講座を開催
（講師：三浦先生、及川）

11月26日　ヘルスサポート会議
11月29日　厚生労働省の伝達研修会が県医

師会秋季総会と一緒に開催

　本日は臨時総会にあたり、平成21年度第
１回通常総会・特別講演会開催以後の重要
な活動等を取り上げて、会務報告に替える
次第であります。
　何と言っても、通常総会の後の大きなこ
とは政治情勢にともなう、医師連盟活動の
推移でありました。８月に衆議院選挙が事
実上の選挙線となり、８月下旬告示８月30
日投票日となりました。予想通りと言って
はいけないのかもしれませんが、民主党の
大勝利で、政権交代が現実のものとなった
わけでございます。これまで何度か総会に
て議論もありましたが、医師会活動の中で
最も大変なことは総選挙への対応策でござ
いました。今回は自民党の推薦候補を支援
する形ではありましたが、すでに大多数の
地域住民は民主党への政権担当を容認する
かの如く流れて、その風には到底医師会と
しても防ぎ込めることではなかったように

思われます。
　その選挙後の対応があまりはっきりせ
ず、９月中は過ぎたのですが、９月下旬か
ら中医協の日医委員が外されるという予想
し得ない事態が起こり、政権交代という現
実を考えさせられました。
　その後は様ざまな一連の動きではありま
すが、今後の民主党政権の方向は今しばら
く、冷静に見つめないとその本態はなかな
か理解できないのではないか。またこれか
らの医師会活動のあり方そのものが問われ
ているように思われてなりませんでした。
　これらの変化の中で、新型インフルエン
ザの流行拡大、新型インフルエンザワクチ
ンの接種、ワクチンの購入のための事務手
続き等一連の県医師会をとおして、県国の
ワクチンの対応については、不足の状態が
続き、少なからず地域住民に不安感を与え
たことは事実であり、なるべく不安感を与
えないように、会員医療機関毎の対応をし
ていただいたのではないかと思いますが、
ご不満の意見は医療機関だけでなく市町村
の担当窓口に沢山あったやに聞いておりま
す。

　さて、昨年の県立病院病床削減計画によ
り、様々な政治問題化しているなかで、平
成21年度第１回盛岡医療圏・地域医療に関
する懇談会が５月25日に開催されました。
この懇談会はご承知の通り県議会にて問題
となった県医療局の病床削減計画につい
て、あまりに地域の意見を聞くことを怠っ
ていたのではないかとの世論を背景に県央
保健所が中心となり、進めたものであり、
その構成は住民代表、医療団体、公立・民
間病院、福祉介護機関、市町村、行政機関
が一同に会し、さらにオブザーバーとして
県議会議員が参加しており60余名の構成で
大きすぎる等の意見が出されました。
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　第２回の８月３日の会ではそれまで出さ
れた意見を集約して、分科会の設置を検討
して承認いただき、第一分科会は安心でき
る地域医療体制について、第二分科会は地
域ケア体制について、第三分科会は住民が
支える地域医療体制についての三つの分科
会に分かれて課題を検討することになりま
した。小生は第一分科会の座長として指名
されて、その方向付けに参加することがで
きました。
　第一分科会では二回の会合10月と11月に
開いて、それぞれの分科会が検討を加え
て、11月19日に第三回の懇談会を開催致し
ました。
　様ざまな課題および地域住民への啓発活
動さらに、医療機関相互に出来ることの検
討、そして県あるいは国への要望としての
意見を集約することが出来ました。これら
の懇談会では各分科会毎の取り組むべき項
目について具体的に列挙しさらに県へ国へ
の提言と致しました。
　またこれらの課題について主体的に取り
組むことや行えることから実施することや
解決困難なことについては継続的に検討す
ることそしてこれらの進捗状況を計画的に
随時見直しをすることを申し合わせて協議
を終了することになりました。今後の地域
医療の展開進展に少しでも寄与出来れば有
り難いと思っております。
　日頃の地域医療の課題をこのような形で
参加して意見を述べることが出来ましたこ
とは、日頃の医師会会員のご支援とご協力
の賜物であることを感謝申し上げます。地
域医療の主人公は地域住民であることを今
一度心の留めたい旨、意見を申し上げまし
た。

⑵　第１回岩手郡医師会役員選出員会報告
　篠村達雅副会長より下記の報告があっ

た。
　岩手郡医師会定款第15条により、平成22
年３月31日で現役員の任期が満了となっ
て、平成22年度の新役員の選任が必要とな
ります。
　10月20日の役員会において、推薦立候補
制にすること、それから役員を選出するた
めの役員選出委員会の設置が承認されまし
た。
　選出委員は、別紙資料の役員選出委員会
記録にある、理事から５名、理事以外から
４名合計９名の委員になります。
　11月７日に第１回の選出委員会を開催し
ました。委員長に、私、篠村が任命されま
した。推薦立候補制によって、理事13名、
監事２名の候補者を選出すること、推薦人
は前回３名でありましたが、今回は２名と
すること、12月21日に岩手郡医師会役員選
出告示の予定、立候補者届出用紙等の書
式、立候補届出申し込み締め切りを１月８
日ころにすること、第２回の役員選出委員
会を１月12日にすることを決定し、12月15
日の役員会に提出して承認を得ることとし
た。

⑶　その他
　篠村副会長から下記の報告があった。
　先日、盛岡地区二次救急医療体制30周年
記念式典並びに臼井盛岡市医師会長の救急
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医療功労者厚生労働大臣表彰受賞祝賀会
が、主催は盛岡市医師会及び盛岡地区二次
救急医療対策委員会で、11月26日に盛岡グ
ランドホテルで開催されました。
　出席者は、岩手県保健福祉部、盛岡市、
矢巾町、紫波町、八幡平市、岩手町、葛巻
町、滝沢村、雫石町の行政関係者、消防本
部、各消防署の関係者、岩手県医師会、盛
岡市医師会、岩手医大医師会、紫波郡医師
会、岩手郡医師会、二次救急病院群11病院
の方、小児救急病院群５病院の方で、約
100名の出席でした。
　式辞が臼井先生、祝辞が盛岡市長と岩手
医大大堀理事長でした。
　全国に先駆けて昭和54年12月１日盛岡地
区二次救急医療体制が発足し、９病院で輪

番制を実施し、平成11年４月１日小児救急
病院輪番制を７病院で実施した。先般の救
急医療学会で、救急医療体制は盛岡方式が
目標というふうな結論になったという話が
ありました。諸先輩の先見の目、努力に感
謝し、今後も更なる充実を図るというお話
でした。

　議長が、質問・意見・その他提案事項が
あるかを糺したところ特に発言はなかっ
た。

以上議事を終了
18時00分　栃内秀彦副会長が閉会を宣言し
た。

　デンマークが社会福祉モデルとして注目
されて、久しいが我が国は今、極めて重要
な医療福祉の方向付けを定めるための岐路
にあると言えようと思う。しかしこの国の
形を学ぶとき、医療福祉はデンマーク独自
の教育制度に支えられて発展してきたこと
に気づかされます。その源流は1844年に開
始されたデンマーク国民高等学校の存在が
あります。これらの歴史から、どのように
デンマークが主権在民を主体とする民主主
義を育んで来たかが良く理解出来る。特に

■日時／平成21年12月5日㈯　17：30〜
■場所／ホテルメトロポリタン盛岡　NEW WING ３階　星雲の間

　　　演題：「デンマークの医療福祉について」
講師：（財）みちのく愛隣協会理事長　　　　　

東八幡平病院　院長　　及川　忠人 先生

■■■■■■■■■ 特　　別　　講　　演 ■■■■■■■■■

ノーマリゼーションの考え方の背景には、
第二次世界大戦で経験したナチスドイツに
よる占領という辛い歴史的な国民的体験を
経た叡智が大きな影響を与えていると思わ
れます。
　北欧のこの国から学ぶべきことは、今あ
る差異に気づきつつ、それらを生み出した
デンマーク国民の民主主義の育て方そして
現場での生かし方に大いに学ぶことが多い
のではないかと思われます。
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社団法人岩手郡医師会社団法人岩手郡医師会社団法人岩手郡医師会社団法人岩手郡医師会

会長会長 及川及川忠人忠人

20092009--1212--0505
岩手郡医師会臨時総会特別講演岩手郡医師会臨時総会特別講演

於：ホテルメトロポリタン於：ホテルメトロポリタンNew Wing 3FNew Wing 3F

実存��者キルケゴ�ル実存��者キルケゴ�ル

•• 単独者�主体性こそが真理単独者�主体性こそが真理�説く個人主義、�説く個人主義、
実存主義実存主義を唱えた。を唱えた。

•• 社会�個人は相反するも��ように思われま社会�個人は相反するも��ように思われま
すが「個人を大切にするこ�が 個人�集まりすが「個人を大切にするこ�が 個人�集まりすが「個人を大切にするこ�が、個人�集まりすが「個人を大切にするこ�が、個人�集まり
で構成されている社会を大切にするこ�につで構成されている社会を大切にするこ�につ
ながる」�です。ながる」�です。

•• �ン���が社会��国家になった一つ��ン���が社会��国家になった一つ�
要因�してこ�要因�してこ�キルケゴ�ル�思想キルケゴ�ル�思想がありまがありま
す。す。

�ン����いう国�ン����いう国
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•• 気候は温和で、夏は比較的涼しく、日本�北気候は温和で、夏は比較的涼しく、日本�北
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幸福度マ��幸福度マ��

•• イギリスのレスター大学の心理学者（イギリスのレスター大学の心理学者（20062006）の）の
幸福度調査幸福度調査

•• 第一位：デンマーク第一位：デンマーク第 位 デン ク第 位 デン ク

•• 第二位：スイス第二位：スイス

•• 第三位：オーストリア第三位：オーストリア

•• アメリカはアメリカは2323位、日本は位、日本は9090位であった。位であった。

•• 実際に国民の実際に国民の8080％は％は｢｢この国に生まれて良かこの国に生まれて良か
った」った」といっている国がデンマークであるといっている国がデンマークである

デンマーク国民��学�の歴史（�）

• N.F.S. Grundtivig(1789-1872)により創設された。

• 彼は歴史家、詩人、宗教家、政治家、教育家であ
りその仕事量に於いても質に於いても、当時の最
大の人物であり、また偉人であった。

• その創設の動機は北欧古代史からVikingの名に

よってデンマーク人の祖先たちは北極星の輝く北
海を中心に東はバルチ�ク諸国から西はアイスラ
ンド、フランスからイタリアの沿岸に至るまで勇名
を馳せ、その偉大なる業績を今日の青年に知ら
せる秘められた希望であった。

国民��学�の歴史（3）
• 英国とデンマーク両国の差は何によるのかと
彼は考え、英国の持つ自由をデンマークはま
だ与えられていない事にあると考えた。

• 彼は早速国王に建白書を送って、デンマーク
も速やかに憲法を発布して人民に参政権を
与えるべきと説いたのである。

• そこで彼は学�を建てて政治を教え、祖先達
が信仰に満ちて活躍した昔の美しい勇ましい
物語や詩を青年達に教えるべきであると考え
た。これが Grundtvig の国民��学�創設の
大きな理由の一つであった。

幸せな国の���幸せな国の���

•• 「幸せ」とは「生活しやすい」＝「幸せ」とは「生活しやすい」＝「安心・安全」「安心・安全」

•• 幸せな国＝幸せな国＝住みよい国住みよい国＝生活大国＝生活大国

•• ゆりかごから墓場まで保障している国＝ゆりかごから墓場まで保障している国＝ゆりかごから墓場まで保障している国ゆりかごから墓場まで保障している国

•• 民主主義民主主義の国（の国（主権在民主権在民の国）＝の国）＝

•• 自由＋平�＋自由＋平�＋連帯連帯＋共生＋共生

国民��学�の歴史（�）
• 1830年頃、彼は国王の命令で英国に留学す

ること三回に及び、大英博物館の倉庫の奥に
塵まみれて世人に捨てられたあったアングロ
サクソンの古文書や歴史書をむさぼり読んだ。

• しかし当時の英国はテームス河口には大船
巨舶数百が積み込み出船入船に賑わい 陸巨舶数百が積み込み出船入船に賑わい、陸
上では機関車の汽笛、幾十幾百の工場から
立ち上る黒煙はロンドン市の上空を暗く覆う
有様であった。その英国人の活動と祖国デン
マークの祖先達の活躍ぶりそのままであると
思い、デンマークの青年達は昏々として眠っ
ている状態である。何故かと考えた。

国民��学�の歴史（4）
• 国民��学�創設のもう一つの理由は国語
の問題であった。

• デンマークの西�のユーランド半島は半島の
基部シュレスウイ及びその南ホルスタイン地
�が、かってはエルベ河に至るまでデンマー
ク領であったク領であった。

• それがドイツ語の勢力に押され押されて、遂
にドイツに占領されてしまった。このままでは
デンマークの独立も危ういと彼は考えた。

• 母国の言葉は生きた言葉であり、国民の生
命の通っている正しいデンマーク語を国民�
�学�で青年達に教えたいと考えた。
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Grundtvigの国民高等学校の��
• 1836年四ﾂ葉のｸﾛﾊﾞｰと云う冊子を出版して、

四ﾂ葉は極めて稀であるので幸福のｼﾝﾎﾞﾙとし
て喜ばれる。彼は四ﾂ葉を国王、国民、祖国、
国語の四つになぞらえ、この四つが一致して行
けばﾃﾞﾝﾏｰｸは幸福になる象徴とした。

の国民高等学校では 生徒の人格の陶冶と• この国民高等学校では、生徒の人格の陶冶と
処世に必要な高等常識と教養を涵養すること
にその目的があり、普通の高等学校や大学と
は大いに趣を異にした。従って、生徒に正しい
人生観を把握させることに主力を注ぎ、国民と
して社会人として理解しうる教養ある社会人を
送り出すところに大きな目的があったのである。

世�的��を�る高齢者福祉世�的��を�る高齢者福祉

•• 高齢者のとらえ方の変化高齢者のとらえ方の変化：：

•• 19601960年代の核家族化が進み高齢者は子供と年代の核家族化が進み高齢者は子供と

別居となり、高齢者は日常生活に支障を来す別居となり、高齢者は日常生活に支障を来す
ようになり、結果的に多くのプライエムが建設ようになり、結果的に多くのプライエムが建設
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がある。平均がある。平均6767平方メートル以下に規制。平方メートル以下に規制。
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高齢者福祉��会の前提高齢者福祉��会の前提

•• 19891989年に発足した高齢者福祉の前提として、年に発足した高齢者福祉の前提として、

高齢者を死に近づく人としてではなく、高齢者を死に近づく人としてではなく、「第三「第三
の人生」を生きる人の人生」を生きる人として積極的に捉える。として積極的に捉える。

•• その第三の人生を過ごす生活の場として、プその第三の人生を過ごす生活の場として、プ
ライエムではなくライエムではなく「高齢者用の住宅を建設す「高齢者用の住宅を建設す
ることにして、老人は病人ではない」ることにして、老人は病人ではない」とした。とした。

•• その社会的背景として、子供がその社会的背景として、子供が1818歳になると歳になると

親と別居するのが一般的で、介護や保健サ親と別居するのが一般的で、介護や保健サ
ービスは公共部門の責任とされて、地方自治ービスは公共部門の責任とされて、地方自治
体の重要な仕事として位置づけられた。体の重要な仕事として位置づけられた。

患者の自己決定を�重

• どんな治療を受けるか、注射に至るまで患者
の自己決定にまかされている。家庭医は親と
同じ場合が原則であるが、自分で選択が可
能である。

• デンマークでは定期的で強制的な健康診断
の制度は無い。そのため健康診断の受ける
か否かも自己決定にゆだねられている。

• 各家庭が家庭医を持ち日頃から関係を密に
しておくことで、治療からリハビリテーションま
で全体的なケアが可能となるという認識が広
がっている。

デンマークの医療制度の��

• 医療費：国民すべてが無料

• 初期医療と第二段階医療に大別されている。

• 初期医療：①保健師②家庭医が行う、家庭医
は1500人から2000人に一人の割合でいる。

デンマ ク国民とデンマ ク国滞在許可証を• デンマーク国民とデンマーク国滞在許可証を
所持する外国国籍の人は、一人の家庭医を
自分で選ぶことが出来る。

• 家庭医は訪問看護師と連携して在宅の高齢
者、障がい者の治療行為もします。

• 家庭医での処置が出来ない時専門医あるい
は総合病院での入院治療となります。
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家庭医�悩みごとの相談�で�処
• 家庭医は風邪、外傷、胃炎、感染症等の一般的な病気
等を治療し処置する。

• 健康診断、ワクチンの投与、予防接種、退院した患者
のアフターケア、

• 子供が出生した後の5週間、5ヶ月1年目の定期検査を
担う 喫煙 飲酒の害のキ ンペ ン車の免許と取る担う。喫煙、飲酒の害のキャンペーン車の免許と取る
時の健康チェック、

• 若い女性の社会生活に備えてのアドバイス、精神的悩
みや家庭のもめごとの相談にものることがある。

• 家庭医は予防と治療と相談の三つの役割を持ち、初期
治療（プライマリケア）の最前線にあって、地域住民の
医療、保健、精神衛生の身近でなくてはならない存在
となっている。

�ンマークの医療サービスの��

• 入院患者さんの9割が治療サービスに満足�

かかりつけ医診療、病院入院、訪問看護は
全てが無料、病院には家族のための宿泊施
設があり 子供が入院した時には親一人の設があり、子供が入院した時には親 人の
滞在費は無料、病院�での往復の交通費や
車のガソリン代�で退院後に戻ってくる。

• 退院会議�医師・看護師等の治療スタッフが
自治体サービス責任者と協議して退院計画
を作り、患者や家族の退院後の生活を保障
するシステムが定着している。

診察前の敷設の
患者さんのための
メ�イカル・ホテル

自宅で看取る

• 「在宅看取り支援制度」が自治体が補償するt
体制になっている。

• がん患者が自宅で最後を過ごす場合を想定
しているが、もちろん介護を受けている高齢
者の最後を看取る場合もこの制度を利用出最 場 度
来る。

• 自宅で看取りを希望する人が休職する場合、
自治体は本人に�して毎月同額の給与を支
給する。この制度は税金で賄われている。

• �ンマークでは病院で最後を迎える人は5割
で、残りの半数は自宅やケア付集合住宅で
亡くなる。
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高齢者��の�原則高齢者��の�原則

•• ①①継続性の原則継続性の原則：これまで通りの生活を続け：これまで通りの生活を続け
ることで、自分の家で、住み慣れた地域で、こることで、自分の家で、住み慣れた地域で、こ
れまで通りの生活の継続を支援する。れまで通りの生活の継続を支援する。

•• ②②自己決定の原則自己決定の原則：自分の生活の仕方は自：自分の生活の仕方は自
分で決めることで 高齢者が判断・決断したこ分で決めることで 高齢者が判断・決断したこ分で決めることで、高齢者が判断 決断したこ分で決めることで、高齢者が判断 決断したこ
とを出来るだけ尊重する。とを出来るだけ尊重する。

•• ③③自己資源の開発の原則自己資源の開発の原則：新たな能力の開：新たな能力の開
発により、彼らの生活を快適にし、可能性を発により、彼らの生活を快適にし、可能性を
広げることである。技術、技能、趣味を生活を広げることである。技術、技能、趣味を生活を
豊かにする資源として捉える。リハビリや作豊かにする資源として捉える。リハビリや作
業療法、趣味活動、リクレーション等を行う。業療法、趣味活動、リクレーション等を行う。

見える部分に注目しても意味がない

• デンマークの医療・��・教育など、その制度
や取り組みをモデルとして日本に導入するとし
ても、たんに見える部分に注目しても意味がな
いことである。

• むしろ制度や取り組みの中身を充実・発展さ• むしろ制度や取り組みの中身を充実・発展さ
せた考え方や思想、すなわちデンマークの社
会を支える民主主義や精神基盤といった目に
見えない部分に注目することが必要である。

• そこで学んだもの、そこから得たものを日本の
��の発展充実を実現するためのどのように
生かし、工夫していくかが今後の課題である。

デンマークの�を�す�ー�ー�

• 成熟：民主主義によって裏打ちされた自由、平
等、連帯、そして共生が市民生活に根をおろし
ている。

• 自由：人間の価値観、生き方、生活の仕方、
自分の進路等大切な選択をする場合の自由路 選択 す 場
が認められている。

• 豊かさとゆとり：食料自給率300％で老後に心
配がない。貧富の差がなく、安心して老いるこ
とが保障されている。

• 先見性：主体的判断に基づき先進的な活動、
環境保護事業、再生可能エネルギーの開発。

苦難の時代そして植林による復興
�デンマルク�の話�

• ﾌﾟﾛｼｱ戦争(1862年)：ｵｰｽﾄﾘｱ・ﾌﾟﾛｼｱ連合軍に
ﾃﾞﾝﾏｰｸが敗れ、豊なﾎﾙｼｭﾀｲﾝとｼｭﾚｽﾋﾞｯﾋを

失う大打撃を受け、以後中立主義を守る努力失う大打撃を受け、以後中立主義を守る努力
を重ねた。

• 苦難の時代にﾀﾞﾙｶﾞｽ父子の植林運動：

「外で失ったものを内で取り戻そう」という
ｽﾛｰｶﾞﾝを掲げ植林で�を復興させた。
内村鑑�先生の「ﾃﾞﾝﾏﾙｸの話-信仰と樹木とを
もって�を救いし話」に紹介されている。
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• 先見性：主体的判断に基づき先進的な活動、
環境保護事業、再生可能エネルギーの開発。

苦難の時代そして植林による復興
�デンマルク�の話�

• ﾌﾟﾛｼｱ戦争(1862年)：ｵｰｽﾄﾘｱ・ﾌﾟﾛｼｱ連合軍に
ﾃﾞﾝﾏｰｸが敗れ、豊なﾎﾙｼｭﾀｲﾝとｼｭﾚｽﾋﾞｯﾋを

失う大打撃を受け、以後中立主義を守る努力失う大打撃を受け、以後中立主義を守る努力
を重ねた。

• 苦難の時代にﾀﾞﾙｶﾞｽ父子の植林運動：

「外で失ったものを内で取り戻そう」という
ｽﾛｰｶﾞﾝを掲げ植林で�を復興させた。
内村鑑�先生の「ﾃﾞﾝﾏﾙｸの話-信仰と樹木とを
もって�を救いし話」に紹介されている。
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 総  務  会  議  事  録 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

日　時：平成21年４月７日㈫　　　　　　　　　出席者：及川忠人、篠村達雅、栃内秀彦、
　　　　19：00〜20：00　　　　　　　　　　　　　　　紺野敏昭、高橋邦尚

場　所：奥羽キリスト教センター
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

報告事項及び議事事項
⑴　平成21年度年間行事予定について
⑵　盛岡圏域新型インフルエンザ対策連絡会議
⑶　第1回盛岡圏域新型インフルエンザ医療体制検討専門部門
⑷　岩手県医師会勤務医部会・病院部会合同講演会
⑸　平成20年度岩手県主治医研修会
　ア．いきいきプラン2009〜2011について
　イ．少子高齢化社会における医療・介護提供体制のあり方について
⑹　新入会員について
　　　４月１日入会　村田　深雪　先生（いわてリハビリセンター）
　　　　　 〃 　　　鈴木　俊彦　先生（東八幡平病院）

日　時：平成21年５月14日㈭　　　　　出席者：及川忠人、篠村達雅、栃内秀彦、紺野敏昭、
　　　　19：00〜　　　　　　　　　　　　　高橋邦尚、西島康之、佐々木久夫

場　所：奥羽キリスト教センター
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

議事事項
⑴　新型インフルエンザ対策について
⑵　その他

■■■■ 第１回岩手郡医師会総務会 ■■■■

■■■■ 岩手郡医師会「臨時拡大総務会」 ■■■■
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日　時：平成21年６月２日㈫　　　　　　　　　出席者：及川忠人、篠村達雅、栃内秀彦、
　　　　19：00〜20：00　　　　　　　　　　　　　　　紺野敏昭、高橋邦尚

場　所：奥羽キリスト教センター
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

報告事項
⑴　平成21年度盛岡保健医療圏・地域医療に関する懇談会（５月25日）
⑵　新型インフルエンザへの対応
　①　岩手郡医師会臨時拡大総務会（５月14日）
　②　岩手県医師会新型インフルエンザ対策会議（５月20日）
　③　盛岡医療圏新型インフルエンザ研修委員会（５月25日）
⑶　特定健診説明会について
　①　滝沢村（５月12日）
　②　八幡平・葛巻町（５月22日）
⑷　岩手郡医師会監事会について（５月28日）
⑸　レセプトオンライン請求完全義務化への「対応指針」について
⑹　特定健診機関の請求事務代行の手続きについて
⑺　その他（日本医師連盟と岩手県医師連盟の合同会議）

協議事項
⑴　平成21年度岩手郡医師会第１回通常総会について（６月２日）
⑵　新型インフルエンザへの対応について
⑶　第61回岩手県医師会親睦野球大会参加について（８月23日）

日　時：平成21年８月４日㈫
　　　　19：00〜　
場　所：奥羽キリスト教センター　
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

報告事項
⑴　第161回岩手県医師会臨時代議員について（６月20日）
⑵　岩手県医師連盟代表者会について（６月20日）
⑶　岩手県医師連盟緊急執行委員会について（７月25日）

協議事項
⑴　公益法人移行の方法について
⑵　医師連盟活動（総選挙対応）について
⑶　社会保険医療担当者研修会（集団指導）について（８月７日）
⑷　日本医師会連盟と岩手県医師会連盟の合同会議参加について（８月８日）
⑸　第61回岩手県医師会親睦野球大会について（８月23日）
⑹　その他（新型インフルエンザ対策について）

出席者：高橋牧之介、西島康之、佐々木久夫、
　　　　篠村達雅、栃内秀彦、紺野敏昭、
　　　　高橋邦尚、及川忠人
　県央保健所：六本木所長、白沢課長

■■■■ 第２回岩手郡医師会総務会 ■■■■

■■■■■ 岩手郡医師会拡大総務会 ■■■■■
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日　時：平成21年６月２日㈫　　　　　　　　　出席者：及川忠人、篠村達雅、栃内秀彦、
　　　　19：00〜20：00　　　　　　　　　　　　　　　紺野敏昭、高橋邦尚

場　所：奥羽キリスト教センター
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

報告事項
⑴　平成21年度盛岡保健医療圏・地域医療に関する懇談会（５月25日）
⑵　新型インフルエンザへの対応
　①　岩手郡医師会臨時拡大総務会（５月14日）
　②　岩手県医師会新型インフルエンザ対策会議（５月20日）
　③　盛岡医療圏新型インフルエンザ研修委員会（５月25日）
⑶　特定健診説明会について
　①　滝沢村（５月12日）
　②　八幡平・葛巻町（５月22日）
⑷　岩手郡医師会監事会について（５月28日）
⑸　レセプトオンライン請求完全義務化への「対応指針」について
⑹　特定健診機関の請求事務代行の手続きについて
⑺　その他（日本医師連盟と岩手県医師連盟の合同会議）

協議事項
⑴　平成21年度岩手郡医師会第１回通常総会について（６月２日）
⑵　新型インフルエンザへの対応について
⑶　第61回岩手県医師会親睦野球大会参加について（８月23日）

日　時：平成21年８月４日㈫
　　　　19：00〜　
場　所：奥羽キリスト教センター　
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

報告事項
⑴　第161回岩手県医師会臨時代議員について（６月20日）
⑵　岩手県医師連盟代表者会について（６月20日）
⑶　岩手県医師連盟緊急執行委員会について（７月25日）

協議事項
⑴　公益法人移行の方法について
⑵　医師連盟活動（総選挙対応）について
⑶　社会保険医療担当者研修会（集団指導）について（８月７日）
⑷　日本医師会連盟と岩手県医師会連盟の合同会議参加について（８月８日）
⑸　第61回岩手県医師会親睦野球大会について（８月23日）
⑹　その他（新型インフルエンザ対策について）

出席者：高橋牧之介、西島康之、佐々木久夫、
　　　　篠村達雅、栃内秀彦、紺野敏昭、
　　　　高橋邦尚、及川忠人
　県央保健所：六本木所長、白沢課長

■■■■ 第２回岩手郡医師会総務会 ■■■■

■■■■■ 岩手郡医師会拡大総務会 ■■■■■
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日　時：平成21年９月29日㈫
　　　　19：00〜

場　所：奥羽キリスト教センター
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

報告事項
⑴　岩手県医師会親睦野球大会（８月23日）
⑵　地域医療懇談分科会（９月９日）
⑶　第63回東北医師連合会総会並びに学術大会（９月12・13日）
⑷　地域医療・救急蘇生法研修会について（９月19日）
⑸　救急医療対策協議会・医療講演会について（９月25日）

協議事項
⑴　新型インフルエンザ対策（外来診療体制の拡充）について
⑵　新型インフルエンザワクチン接種（情報提供）について
⑶　岩手郡糖尿病対策推進会議「学術講演会」（10月15日）
⑷　岩手郡医師会産業医実施研修会（10月17日）
⑸　第４回岩手郡医師会役員会（案）について（10月20日）
⑹　岩手郡医師会役員選出委員会設置について

日　時：平成21年12月３日㈭　　　　　　　　　出席者：及川忠人、篠村達雅、栃内秀彦、
　　　　19：00〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　紺野敏昭、高橋邦尚

場　所：奥羽キリスト教センター
　　　　㈶みちのく愛隣協会事務室

協議事項
⑴　岩手郡医師会臨時総会・講演会・忘年会の役割分担について
⑵　第１回岩手郡医師会役員選出委員会（11月７日）について
⑶　医療安全・医療事故防止講習会（11月12日）伝達講習について
⑷　今後の予定について

出席者：西島康之、佐々木久夫、篠村達雅、
　　　　栃内秀彦、紺野敏昭、高橋邦尚、
　　　　及川忠人

県央保健所：六本木所長、白沢課長、森係長

■■■■ 岩手郡医師会第２回拡大総務会 ■■■■

■■■■ 岩手郡医師会臨時総務会 ■■■■
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 役  員  会  議  事  録 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

日　時：平成21年４月21日㈫
　　　　19：00〜
場　所：ホテルニューカリーナ
　　　　２階　シルキー
報告事項及び議事事項
⑴　平成21年度岩手郡医師会年間行事予定について
⑵　盛岡圏域新型インフルエンザ対策連絡会議（１月26日）
⑶　岩手県医師会勤務医部会・病院部会合同講演会（３月７日）
⑷　平成20年度岩手県主治医研修会（３月21日）
　１．いきききプラン2009 〜 2011について
　２．少子高齢化社会における医療・介護提供体制のあり方について
⑸　第１回盛岡圏域新型インフルエンザ医療体制検討専門部会（３月25日）
⑹　第１回郡市医師会長会議（４月11日）
⑺　特定健診実施機関について
⑻　盛岡医療圏の結核病棟確保に関する要望書の提出について
⑼　新入会員について（４月１日）　鈴木　俊彦　先生（東八幡平病院）
　　　　　　　　　　　　 　　　　村田　深雪　先生（いわてリハビリセンター）
⑽　インフルエンザPPEキットの配布について（救急予算）
　　（病院８　医院53　老健５）66施設　約110万円

日　時：平成21年６月９日㈫
　　　　19：00〜
場　所：ホテルニューカリーナ
　　　　２階　サンクール
報告事項
⑴　平成21年度盛岡保健医療圏・地域医療に関する懇談会（５月25日）
⑵　新型インフルエンザへの対応について
　①　岩手郡医師会臨時拡大総務会（５月14日）
　②　岩手県医師会新型インフルエンザ対策会議（５月20日）
　③　盛岡医療圏新型インフルエンザ研修委員会（５月25日）
⑶　レセプトオンライン請求完全義務化への「対応指針」について
⑷　特定健診機関の請求事務代行の手続きについて
⑸　第61回岩手県医師会親睦野球大会参加について
⑹　岩手県医師連盟執行委員会（６月６日）
協議事項
⑴　平成21年度第1回岩手郡医師会通常総会の役割分担等について
⑵　平成21年度第1回通常総会特別講演について
⑶　平成20年度一般会計、休祭日会計、特別会計の決算（案）について
⑷　監事会：会計監査報告等について
⑸　各部会報告等について
⑹　新型インフルエンザへの対応について

■■■■ 第１回岩手郡医師会役員会 ■■■■

■■■■ 第２回岩手郡医師会役員会 ■■■■

出席者：高橋　孝、西島康之、及川忠人、
　　　　篠村達雅、栃内秀彦、佐々木久夫、
　　　　久保谷康夫、森　茂雄、高橋邦尚、
　　　　高橋　明、紺野敏昭、遠藤哲夫、
　　　　高橋　真、植田　修

出席者：高橋　孝、西島康之、及川忠人、
篠村達雅、栃内秀彦、佐々木久夫、
久保谷康夫、森　茂雄、山口淑子、
高橋邦尚、高橋　明、紺野敏昭、
遠藤哲夫、高橋　真、植田　修
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 役  員  会  議  事  録 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

日　時：平成21年４月21日㈫
　　　　19：00〜
場　所：ホテルニューカリーナ
　　　　２階　シルキー
報告事項及び議事事項
⑴　平成21年度岩手郡医師会年間行事予定について
⑵　盛岡圏域新型インフルエンザ対策連絡会議（１月26日）
⑶　岩手県医師会勤務医部会・病院部会合同講演会（３月７日）
⑷　平成20年度岩手県主治医研修会（３月21日）
　１．いきききプラン2009 〜 2011について
　２．少子高齢化社会における医療・介護提供体制のあり方について
⑸　第１回盛岡圏域新型インフルエンザ医療体制検討専門部会（３月25日）
⑹　第１回郡市医師会長会議（４月11日）
⑺　特定健診実施機関について
⑻　盛岡医療圏の結核病棟確保に関する要望書の提出について
⑼　新入会員について（４月１日）　鈴木　俊彦　先生（東八幡平病院）
　　　　　　　　　　　　 　　　　村田　深雪　先生（いわてリハビリセンター）
⑽　インフルエンザPPEキットの配布について（救急予算）
　　（病院８　医院53　老健５）66施設　約110万円

日　時：平成21年６月９日㈫
　　　　19：00〜
場　所：ホテルニューカリーナ
　　　　２階　サンクール
報告事項
⑴　平成21年度盛岡保健医療圏・地域医療に関する懇談会（５月25日）
⑵　新型インフルエンザへの対応について
　①　岩手郡医師会臨時拡大総務会（５月14日）
　②　岩手県医師会新型インフルエンザ対策会議（５月20日）
　③　盛岡医療圏新型インフルエンザ研修委員会（５月25日）
⑶　レセプトオンライン請求完全義務化への「対応指針」について
⑷　特定健診機関の請求事務代行の手続きについて
⑸　第61回岩手県医師会親睦野球大会参加について
⑹　岩手県医師連盟執行委員会（６月６日）
協議事項
⑴　平成21年度第1回岩手郡医師会通常総会の役割分担等について
⑵　平成21年度第1回通常総会特別講演について
⑶　平成20年度一般会計、休祭日会計、特別会計の決算（案）について
⑷　監事会：会計監査報告等について
⑸　各部会報告等について
⑹　新型インフルエンザへの対応について

■■■■ 第１回岩手郡医師会役員会 ■■■■

■■■■ 第２回岩手郡医師会役員会 ■■■■

出席者：高橋　孝、西島康之、及川忠人、
　　　　篠村達雅、栃内秀彦、佐々木久夫、
　　　　久保谷康夫、森　茂雄、高橋邦尚、
　　　　高橋　明、紺野敏昭、遠藤哲夫、
　　　　高橋　真、植田　修

出席者：高橋　孝、西島康之、及川忠人、
篠村達雅、栃内秀彦、佐々木久夫、
久保谷康夫、森　茂雄、山口淑子、
高橋邦尚、高橋　明、紺野敏昭、
遠藤哲夫、高橋　真、植田　修
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日　時：平成21年８月18日㈫
　　　　19：00〜

場　所：ホテル東日本　
　　　　４階　椿の間

報告事項
⑴　第161回岩手県医師会臨時代議員会について（６月20日）
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■■■■ 第３回岩手郡医師会役員会 ■■■■

■■■■ 第４回岩手郡医師会役員会 ■■■■

出席者：高橋牧之介、高橋　孝、西島康之、
及川忠人、篠村達雅、栃内秀彦、
佐々木久夫、森　茂雄、山口淑子、
高橋邦尚、高橋　明、紺野敏昭、
遠藤哲夫、高橋　真、植田　修

出席者：高橋　孝、西島康之、及川忠人、
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 各  種  行  事  報  告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

第61回岩手県医師会親睦野球大会報告

■日　時：平成21年８月23日㈰
■場　所：矢巾中学校

　毎年医師会野球が終わると、来年こそは
十分に体を鍛えて試合に臨もうと思うのだ
が、実行したためしはない。今回の大会に
向けての全体練習前には結局なにもしな
かった。
　大釜の河川敷グラウンドを借りての１回
目の全体練習は雨で中止。２回目は良く晴
れて暑かった。参加者は高橋　真、立本、
荒井、北上先生、岩手郡医師会事務局の大
田さん、平野さんと私の７名。経験のない
私達でしたので、大田さん、平野さんに
コーチを御願いし、何とか練習の形が整っ
た。（大田さん、平野さんは心配してきて
くださったようです）キャッチボールから
始まり、バッティング練習、最後は守備練
習となった。大田さん曰く、今日参加され
た先生たちで守備を固めたら何とか試合に
なる、との言葉で内野守備練習が開始され
た。大田コーチの鬼のノックが始まった。
最初はなんとかなると思っていたが段々と
足がもつれて、思うように体が動かない、
息も上がってくる。まだまだ、もう一本と
いう大田コーチの声が聞こえるがもう一本
で終わることはない。途中で、我々は高校
球児？と錯覚する程だった。やっと終わっ

たが、大田コーチからもう１日練習をした
ほうがいいんじゃないですかとのご提案が
あり、全員一致し再度練習することになっ
た。やはりみんな高校球児になってしまっ
たようだ。２度目の練習もノックの嵐では
あったがなんとかやりぬき、好プレーもで
るようになり気分は爽快であった。
　いよいよ本番当日、紫波郡医師会の担当
で、会場は矢巾中学校であった。天気は晴
朗、やる気は満々。相手は奥州市医師会。
メンバーは北上（ピッチャー）、高橋邦尚
（キャッチャー）、久保谷（ファースト）、
島（セカンド）、大森（ショート）、立本（サー
ド）、荒井（レフト）、植田（センター）、
上原（ライト）の９戦士。ジャンケンに勝
ち、先攻を選択し逃げ切りを図る作戦では
あった。１回表、相手ピッチャーの球は速
く、コントロールも良く３者凡退に終わっ
た。１回裏、猛攻を受け得点を許した。そ
の後は奥州市医師会のバッティングが好調
で打たれはしたが、練習の成果がみられ守
備では好プレーが随所にみられた。奮闘む
なしく結果は０対９の３回コールド負けと
なった。
　今年の大会も終わり次回は北上での開催
とのこと。皆様お疲れさまでした。応援に
来てくださった先生方､ 練習にお手伝いい
ただいた大田さん、平野さんに感謝申し上
げます。

（報告者　植田　修）
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平成21年度雫石町総合防災訓練

１．目　的
　地域住民と町職員、消防・医療機関のほ
か関係機関が一体となった実践的な訓練を
実施し、併せて地域住民の防災意識の高揚
を図ること。
２．訓練実施日時
　平成21年９月６日㈰
　午前７時10分〜午後０時30分
３．訓練実施場所
　［第１会場］雫石町役場庁舎
　［第２会場］西山運動場とその周辺
　［第３会場］篠崎・上西根地域公民館
　［第４会場］雫石ゴルフ場
　［第５会場］岩手高原スノーパーク
　［第６会場］西山構造改善センター
４．主　催　雫石町
５．共　催　雫石町消防団
６．訓練参加及び協力機関
岩手県防災航空隊、盛岡西消防署雫石分
署、雫石町婦人消防協力隊、西山地区自
主防災会、岩手郡医師会、雫石町医療団、
雫石町社会福祉協議会、日本赤十字社岩
手県支部雫石町分会、雫石町赤十字奉仕
団、NPOしずくいし、㈱アクティオ、
㈳岩手県高圧ガス保安協会盛岡支部、岩
手県石油商業協同組合盛岡支部、NTT
東日本岩手支部
７．訓練参加人員　700人
８．訓練実施項目
　実施項目は16あるが、傷病者トリアージ
訓練について報告。傷病者10名に対し、ト
リアージを実施（大森、篠村）。上原、久
保谷、秋山、各先生も参観。昨年雨の中で
の訓練となり、トリアージタッグが濡れ、
ボールペンでの記入が出来なかったので油

性マジックを準備したが、三枚複写のため
無理だった。
☆訓練後懇談会（於：青湖苑）
雫石町：町長、副町長、教育長、等７名
盛岡西消防署雫石分署：分署長等５名
医師会：及川郡医師会長、上原、大森、
　　　　秋山、篠村（五）、篠村（達）

　医師会が訓練に参加して３回目となっ
た。行政、消防、医師会の意見交換が出来
る事は災害時、電話のむこうの顔が見える
事で、実務がスムーズに行くと思われる。
情報の発信は役場総務課が主体となり一元
化する必要がある。DMATの件。どこで
何が必要となっているかの情報収集の件。
災害発生直前、危険地域住民への緊急連絡
方法として携帯電話のメール使用の件。新
型インフルエンザ等々話題となった。

（報告者　篠村　達）

平成21年度産業医部会活動報告

⑴　平成21年度岩手郡医師会産業医実地
研修会
　今年度の岩手郡医師会産業医実地研修会
は平成21年10月17日㈯に八幡平市アステラ
ス東海株式会社　西根工場で開催されまし
た。毎年連休と重なりご迷惑をおかけして
いたようでしたが今年度は連休と重ならず
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良かったと思っております。
　参加者は今まで一番多く48人で県内各地
から、お集りいただきました。
　午後２時より始まりました。
　及川会長の挨拶があり　
　『産業疲労について』の演題で講師は岩
手大学保件管理センター教授　立身　正信
先生の講演が１時間ありました。
　お話はわかりやすくスライドをまじえ興
味深く拝聴させていただきました、とくに
疲労についてタンクの水の出，入りで説明
された図が印象的でした。
　その後４班に分かれて工場見学があり４
時半で終了しまいた。
　参加された先生方、紅葉のさなかお疲れ
さまでした。
　また医師会事務局の方、アステラス製薬
の方ありがとう御座いました

⑵　第67回（岩手県）産業医部会幹事会

　平成21年11月７日 岩手県医師会館　中
会議室で上記会議がありました、会議に前
後して大ホールでは新型インフルエンザの
講演が２題ありました、医師会館はかなり
賑やかでした。
　この会では各郡市医師会の幹事が自分の
産業医活動の報告をし、平成22年３月に日
本医師会産業保健委員会に提出する産業保
健委員会答申書を作成しました。

（報告者　森　茂雄）

盛岡地区二次救急医療体制30周年記念式典
並びに

臼井康雄氏 救急医療功労者厚生労働大臣表彰受賞 祝賀会

主　催：盛岡市医師会・盛岡地区二次救急
　　　　医療対策委員会
　　　　臼井康雄氏の「救急医療功労者厚
　　　　生労働大臣表彰」を祝う会
日　時：平成21年11月26日㈭　午後７時
場　所：グランドホテル
出席者：岩手県保健福祉部長、盛岡市、矢

巾町、八幡平市、岩手町、葛巻町、
滝沢村、雫石町の行政関係者、消
防本部、各消防署の関係者、岩手
県医師会、盛岡市医師会、岩手医
大医師会、紫波郡医師会、岩手郡
医師会、二次救急病院群11病院、
小児救急病院群５病院の関係者等
100名

式　辞：盛岡地区二次救急医療対策委員会
　　　　委員長　盛岡市医師会会長
　　　　臼井康雄先生
祝　辞：盛岡市長　谷藤裕昭様（代理）
　　　　岩手医科大学理事長　大堀勉先生

　全国に先駆けて昭和54年12月１日盛岡地
区二次救急医療体制発足。
　９病院にて輪番制を実施。
　平成11年４月１日小児救急病院輪番制を
７病院にて実施。
　先般の救急医療学会において救急医療体
制は盛岡方式が目標と結論された。
　諸先輩の先見の明、努力に感謝し、今後
もさらなる充実をはかるとの事。
　次いで祝賀会に入った。
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　次いで祝賀会に入った。
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■■■■■■■■　学会・研究会等報告 　■■■■■■■■

　この研究会は毎年開催されており今回で

17回目になります。年ごとに厳しくなって

いく周産期医療をどうにかしようと集まっ

ています。

１．全国で見ると産婦人科医　300人／年（1990年）から200人／（2004年）に減少した。

２．岩手県においては、平成15年　43人（20 〜 40代）38人（60代〜）

　　であったが、平成21年には　35人（20 〜 40代）46人（60代〜）

　　と、高齢化が進んでいる。

３．県北の周産期体制の現状

二戸地区

　二戸病院　産婦人科医４人、小児科２人

　斉藤委員　１人

久慈地区

　久慈病院　産婦人科１人、小児科２人　

　竹下医院　１人

岩手町地区

　塚谷医院　１人

４．県北の産婦人科体制

　　久慈病院―ハイリスク症例、手術必要症例は二戸病院へ（久慈から二戸まで1.5時間）

　　二戸病院―岩手県北、青森県南の産婦人科救急に対応

５．二戸病院の状況（20.10.1 〜 21.4.30）

　　紹介、搬送入院　123 ／ 533（総入院）22.2％

　　母体搬送総数　17 ／ 280（分娩）

６．緊急連絡体制をとってからの母体死亡など重大な症例はおきていない。

７．県北の産婦人科勤務医、開業医あわせても17人である。そしてその守備範囲は広さでい

えば、東京（習志野、市川）、千葉の一部、さいたまの一部、横浜市の一部に匹敵する。

８．この広さを守るため、岩手県周産期ネットワークシステムを導入し、質の高い妊娠、分

娩ケアの選択肢として助産師外来、院内助産へむけ努力中であり、また可動している。

　今年は「県北のお産の現状」と題して、

県立二戸病院の秋元義弘先生の講演があり

ました。要約を報告します。

（文責　塚谷栄紀）

第17回　岩手県北周産期研究会（2009年7月7日）
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（1）
　私は学校医として、また地域の小児科医
としてこれまで小中学校で、「性と生に関
する授業」や「心の健康教育」等を行って
きました。しかし食育についての相談も講
演依頼もありませんでしたし、口出すこと
もしませんでした。このことについては納
得できる面も多々あります。
　あるとき岩手郡医師会長から「子どもの
健康づくり推進協議会の委員に」というお
話があり、お受けすることになりました。
これが「メタボ予防いきいきキッズ大作
戦」、子どものころからの正しい生活習慣
を身に付け、生涯を通じた健康生活を続
け、メタボリック・シンドローム予防活動
の定着と家庭・学校・地域社会の連携によ
る健康づくりを推進することを目的にした
委員会でした。
（2）
　岩手県では平成16年、全国に先駆けて「い
わて食っ子ネットワーク事業」を立ち上げ
ました。これは県知事の命により保健福
祉・農林・教育の連携事業として始められ、
これに市町村・食育団体、医師会、歯科医
師会等が加わり、盛岡地域いわて食っ子
ネットワーク会議及び食育研修会が開催さ
れることになりました。平成18年２月、岩
手の特性を生かした食育の推進をめざし、
岩手県食育推進計画が策定され、それを受

け各市町村においても計画策定がすすんで
いっております。この間、国においては平
成17年６月に食育基本法が公布され、18年
３月には食育基本計画が決定されました。
（3）
　食育基本法には、「食育とは」というこ
とで画面に書いてあるとおりです。健康で
文化的な国民の生活や豊かで活力のある社
会を実現するため、国民が食の安全性や栄
養・食文化などの「食」に関する知識と「食」
を選択する力を養うことにより、健全な食
生活を実践することができる人間を育てる
こと」とされています。
（4）
　そして食育基本計画では「地域や社会を
挙げた子どもの食育、生活習慣病等の予
防、高齢者の健全な食生活や楽しく食卓を
囲む機会の確保、食品の安全性の確保と国
民の理解の増進、食料自給率の向上、伝統
ある食文化の継承等が必要である」とされ
ております。そして「平成18年から22年ま
での５年間を、対象とする基本計画に基づ
き、国民運動として食育に取り組み、国民
が生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな
人間性を育むことができる社会の実現を目
指す」とされております。
　平成18年岩手県生活習慣病等実態調査に
おいては、男性40 〜 74歳におけるメタボ
リック・シンドロームの該当者および予備

第21回東北学校保健・学校医大会（2009年9月5日）
　今回は福島県医師会の当番で、福島市で

開催されました。そして「学校における食

と健康」というテーマでシンポジウムが催

され、岩手県からは山口淑子がシンポジス

トに指名され、岩手県の肥満児の割合が全

国1になったこと、そして県央保健所管内、

特に岩手郡医師会のお膝元、葛巻町　八幡

平市、岩手町に多いことをうけての県央保

健所での取り組みの紹介、そして葛巻町学

校保健会の取り組みと成果等を発表しまし

た。発表原稿そのものをパワーポイントと

ともに掲載します。 （文責　山口淑子）
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を身に付け、生涯を通じた健康生活を続
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の定着と家庭・学校・地域社会の連携によ
る健康づくりを推進することを目的にした
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手の特性を生かした食育の推進をめざし、
岩手県食育推進計画が策定され、それを受

け各市町村においても計画策定がすすんで
いっております。この間、国においては平
成17年６月に食育基本法が公布され、18年
３月には食育基本計画が決定されました。
（3）
　食育基本法には、「食育とは」というこ
とで画面に書いてあるとおりです。健康で
文化的な国民の生活や豊かで活力のある社
会を実現するため、国民が食の安全性や栄
養・食文化などの「食」に関する知識と「食」
を選択する力を養うことにより、健全な食
生活を実践することができる人間を育てる
こと」とされています。
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　そして食育基本計画では「地域や社会を
挙げた子どもの食育、生活習慣病等の予
防、高齢者の健全な食生活や楽しく食卓を
囲む機会の確保、食品の安全性の確保と国
民の理解の増進、食料自給率の向上、伝統
ある食文化の継承等が必要である」とされ
ております。そして「平成18年から22年ま
での５年間を、対象とする基本計画に基づ
き、国民運動として食育に取り組み、国民
が生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな
人間性を育むことができる社会の実現を目
指す」とされております。
　平成18年岩手県生活習慣病等実態調査に
おいては、男性40 〜 74歳におけるメタボ
リック・シンドロームの該当者および予備
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　今回は福島県医師会の当番で、福島市で

開催されました。そして「学校における食

と健康」というテーマでシンポジウムが催

され、岩手県からは山口淑子がシンポジス

トに指名され、岩手県の肥満児の割合が全

国1になったこと、そして県央保健所管内、

特に岩手郡医師会のお膝元、葛巻町　八幡

平市、岩手町に多いことをうけての県央保

健所での取り組みの紹介、そして葛巻町学

校保健会の取り組みと成果等を発表しまし

た。発表原稿そのものをパワーポイントと
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第２１回東北学校保健・学校医大会シンポジウム第２１回東北学校保健・学校医大会シンポジウム

「学校における食と健康」「学校における食と健康」

�学校における食�の��と���学校における食�の��と��

岩手県医師会学校医部会 幹事岩手県医師会学校医部会 幹事

山口 淑子

（山口クリニック）

「メタボ予防いき「メタボ予防いき２２キッズ大作戦」キッズ大作戦」
取組みの経過取組みの経過

岩手っ子岩手っ子の肥満の肥満

�1�学��肥満�����（総数）
（H19県教委学校健診データ）
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軍は47.2%と高値でありました。
（5）
　平成19年度に実施した県内の小・中学生
の定期健康診断のデータでは、小学校６年
生男子の肥満は15.6%と全国に比べて4.5ポ
イントも高く他の各学年も同様であるな
ど、岩手県は全国一の肥満傾向にある県で
ある。
（6）
　10歳の平均体重は全国一であること、そ
こにテレビ視聴時間も全国一であるという
調査結果に驚き、重視する視点がメタボ対
策となり、メタボリックシンドローム１割
削減地域運動事業、盛岡地方メタボリック
シンドローム予防委員会が立ち上げられま
した。
（7）
　これは私の所属する岩手郡医師会、そこ
を管轄する岩手県央保健所管内の肥満傾向
児童生徒割合を市町村別に、平成19年と20
年を比較したものです。T村、I町、K町、
Sｚ町、H市、この5市町村が岩手郡です。
I町、K町、H市が特に肥満児の多い地域と
なります。しかし19年に比べ20年度はH市
とK町、特にK町は21.0％から16.3％と肥満
児の割合が減少しております。
（8）
　同じ管内の子供たちの朝食欠食の割合で
す。やはりK町、I町、H市で高くでています。
（9）
　20年度の盛岡地域メタボリック・シンド
ローム予防委員会で話し合われた課題から
岩手県央保健所は、生涯を通じた健康生活
を続け、メタボリック・シンドローム予防
活動の定着と、家庭･学校･地域社会の連携
による健康環境づくりを推進する目的で
「メタボ予防いきいきキッズ大作戦」事業
を21年度に導入することにしたのです。

（10）
　そこで岩手県央保健所の市町村が県平均
を大きく上回っていることから、管内の医
師会、歯科医師会、教育委員会等との連携
でこの大作戦を岩手郡医師会のおひざもと
で開始することになったのです。まず子ど
もの健康づくり推進協議会を立ち上げ、こ
の委員に岩手郡医師会学校保健担当の私が
委嘱されたというわけです。盛岡圏域の小
学５，６年生全員と希望する学童約8,500人
に「いきいきキッズ健康シート」を活用し
健康習慣の定着を図る。H市K町、I町の小
学校を対象としていきいきキッヅ健康講座
を開く。メタボリックシンドローム予防の
普及啓発としてシンポジウムの開催、啓発
カレンダー作成　という4つの大作戦を現
在進行中です。
（11）
　これがいきいきキッズ健康シートです。
「ブレスローの７つの健康習慣」を基本と
しています。カリフォルニア大学のブレス
ロー博士の様々な生活習慣と身体的健康度
（障害、疾病、症状やバイタリティーの有
無など）とのかかわりの調査より、７つの
健康習慣が健康度と有意に関連しているこ
とを提唱したのです。
１、適正な睡眠時間（７〜８時間）
２、喫煙しない
３、適正体重を維持する
４、過度の飲食をしない
５、定期的にかなり激しい運動をする
６、朝食を毎日とる
７、間食をしない
　これら７つの健康習慣を守っている人は
約60歳くらいまで平均以上の健康度を保っ
ていることに対し、２個以下の人では、30
歳を過ぎるとすでに健康度は平均以下に
なってしまったことがわかったのです。こ
の調査結果を参考にこの表を作成し、活用
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軍は47.2%と高値でありました。
（5）
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健康習慣が健康度と有意に関連しているこ
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２、喫煙しない
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６、朝食を毎日とる
７、間食をしない
　これら７つの健康習慣を守っている人は
約60歳くらいまで平均以上の健康度を保っ
ていることに対し、２個以下の人では、30
歳を過ぎるとすでに健康度は平均以下に
なってしまったことがわかったのです。こ
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することにしました。
（12）
　岩手県では「岩手っ子を肥満にしないた
めに」ということで乳幼児期から大人まで
継続し、地域との連携のもと遂行しており
徐々に結果が出てきております。
（13）
　ここで岩手郡葛巻町学校保健会での活動
をご紹介いたします。
　養護教諭の先生方が「葛巻町児童生徒
に、元気がない・自分のことがなかなか話
せない・仲間づくりや人付き合いの悩み・
ストレスからと推測される身体的な訴えな
ど日常生活で気がかりな様子がみられたこ
と。さらに、文部科学省の全国調査「心の
健康得点が高いほど朝食を食べなかったも
のが少ない」という点に着目し、生活習慣
が心身の健康にどのくらい影響しているか
の実態調査研究を平成18年からはじめまし
た。そして「朝食を中心とした生活スタイ
ルが確立されれば、楽しい学校生活が送れ
るのではないだろうか。」と考え実践して
きております。
（14）
　葛巻町は酪農農家が多く、朝早くからの
作業、そして牛にあわせた生活が基本です。
平成18年度の取り組みは実態を把握するた
めのアンケート調査です。
（15）
　調査は葛巻町内の小学校４校５，６年
生、中学校３校の１，２，３年生374名です。
調査項目は①睡眠、②朝食、③夕食、④毎
日の食生活、⑤生活の様子　⑥親と友達と
の関係　⑦自分についてです。
（16）
　調査結果です。「普段朝食を食べます
か？」の設問です。
　毎日食べるが77％　食べる日が多いが
13.7％　食べない日が多いが7.2％　ほとん

ど食べないが2.1％でした。「朝食を子供だ
けで食べますか」という設問の答えです。
よくあるが28.1％　時々あるが14.4％でし
た。酪農家の宿命でしょうか。
（17）
　朝食摂取と「元気かどうか」との関係で
す。朝に元気がない、目覚めが悪いという
児童は55％で、この訴えと朝食摂取の関
係をみるとやはりほとんど食べない子の
75％、食べない日が多い子の59.3％が元気
がないようです。朝食を毎日とる子には
20.1％であった。
（18）
　学校が楽しくないと答えた子は21.1％で、
それと朝食摂取についての関係をみると、
朝食をとる子では18.8％　食べない子では
40％に学校が楽しくないと答えています。
（19）
　このほかたくさんの調査がなされました
が、これらの結果より葛巻町の児童･生徒
の健康度を高め、より充実した学校生活を
送るためにめざす児童生徒像を具体的に
「早起き　朝ごはん　にっこり元気　はつ
らつ挨拶で学校が楽しい」とおきました。
平成19年度からは葛巻町健康福祉課、給食
センター、学校との連携の下、食生活改善
推進協議会、からたちの会と連携し講演
会・料理講習会を企画・運営しました。職
員会議での養護教諭の情報提供などで教職
員の問題意識も高まり、学校全体での取り
組みそしてPTAでの継続した取組みに発
展した学校もでてきました。
（20）
　小学校では自己管理能力をつけさせるた
めのシート「朝げんき！カード」を用いま
した。
（21）
　子どもの元気づくり講座　①　わいわい
料理講習会の模様です。健康福祉課の栄養
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た。酪農家の宿命でしょうか。
（17）
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　このほかたくさんの調査がなされました
が、これらの結果より葛巻町の児童･生徒
の健康度を高め、より充実した学校生活を
送るためにめざす児童生徒像を具体的に
「早起き　朝ごはん　にっこり元気　はつ
らつ挨拶で学校が楽しい」とおきました。
平成19年度からは葛巻町健康福祉課、給食
センター、学校との連携の下、食生活改善
推進協議会、からたちの会と連携し講演
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員会議での養護教諭の情報提供などで教職
員の問題意識も高まり、学校全体での取り
組みそしてPTAでの継続した取組みに発
展した学校もでてきました。
（20）
　小学校では自己管理能力をつけさせるた
めのシート「朝げんき！カード」を用いま
した。
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士さんに手軽に出来る簡単朝食メニューを
教えていただきました。
（22）
　講座　②　食育講演会･愛レシピ会を食
生活改善協議会、からたちの会、役場　
PTAと開催しました。地元の材料で郷土食
をつくる、子どもの喜ぶ料理を愛レシピと
して紹介するなどの行事をおこないました。
（23）
　栄養教諭による朝食指導です。朝食の大
切さを教えております。
（24）
　こころの健康の授業を行いました
（25）
　葛巻町学校保健会の情報を町民まつり
で、保護者や地域に発信しました。
（26）
　実践後の結果です。平成18年の調査と同
じアンケート調査を平成20年にも行いまし
た。同じ学年で調査しましたが回答者数は
307名と18年度より67名減少しています。
　朝食を毎日食べる・食べる日が多い子が
増加しています。
（27）
　また家を出るとき、見送ったり声をかけ
たりしてくれる人がいつもいる家庭も増え
ました。
（28）
　悩み事を相談できるお友達も増えたよう
です
（29）
　朝食と肩こり･だるい･疲れやすいとの関
係ですが、こういう症状のある児童では「毎
日食べる・食べる日が多い」より「食べな
い日が多い・ほとんど食べない」児童の方
が高値で、約８割の子が感じており、平成
18年との比較でも上昇しているという結果
です。やはり１日の心身の準備としての朝
食摂取は重要であるということは明確であ

ります。
（30）
　葛巻町立葛巻小学校ではマイ弁当の日を
設け、親子でおにぎりを作りクラスのお友
達と食べる、おにぎりの次はお弁当という
こともやっています。これは岩手日報の記
事です。
（31）
　前にお話しました肥満傾向児童の割合の
変化をもう一度提示します。このK町が葛
巻町であります。「朝から元気にスタート
するため」をかかげ朝食指導に力をいれ、
心理的にも良好な経過を収めている町での
肥満児童の割合が4.7％減少しております。
（32）
　人口の少ない町でありますが、養護教諭
が中心となって教職員、町役場の保健師、
栄養士そして保護者、地域の人たちが一緒
になって取り組んでいる食育事業、心身へ
の良好な影響そして肥満児童の減少しいて
はメタボリック・シンドローム予防など好
成績を挙げていると思います。医師の少な
い特に子どもに関わる医師のいない地域で
の立派な実践をお話しました。拍手を送り
たいと思います。
　私たち学校医は健康、病気と栄養に関す
る医学的な知識をこどもや保護者にまた学
校教職員らに提供し、食・栄養の重要性を
認識してもらう活動が役目かなと考えます。

　学校医は学校に行こうということで終わ
りたいと思います。
　発表にあたり資料のご提供やアドヴァイ
ス下さった岩手県県央保健所の六本木所長
さん、沢口栄養主任さん、葛巻町学校保健
会の養護教諭の先生方に深謝いたします。
ありがとうございました。
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教えていただきました。
（22）
　講座　②　食育講演会･愛レシピ会を食
生活改善協議会、からたちの会、役場　
PTAと開催しました。地元の材料で郷土食
をつくる、子どもの喜ぶ料理を愛レシピと
して紹介するなどの行事をおこないました。
（23）
　栄養教諭による朝食指導です。朝食の大
切さを教えております。
（24）
　こころの健康の授業を行いました
（25）
　葛巻町学校保健会の情報を町民まつり
で、保護者や地域に発信しました。
（26）
　実践後の結果です。平成18年の調査と同
じアンケート調査を平成20年にも行いまし
た。同じ学年で調査しましたが回答者数は
307名と18年度より67名減少しています。
　朝食を毎日食べる・食べる日が多い子が
増加しています。
（27）
　また家を出るとき、見送ったり声をかけ
たりしてくれる人がいつもいる家庭も増え
ました。
（28）
　悩み事を相談できるお友達も増えたよう
です
（29）
　朝食と肩こり･だるい･疲れやすいとの関
係ですが、こういう症状のある児童では「毎
日食べる・食べる日が多い」より「食べな
い日が多い・ほとんど食べない」児童の方
が高値で、約８割の子が感じており、平成
18年との比較でも上昇しているという結果
です。やはり１日の心身の準備としての朝
食摂取は重要であるということは明確であ

ります。
（30）
　葛巻町立葛巻小学校ではマイ弁当の日を
設け、親子でおにぎりを作りクラスのお友
達と食べる、おにぎりの次はお弁当という
こともやっています。これは岩手日報の記
事です。
（31）
　前にお話しました肥満傾向児童の割合の
変化をもう一度提示します。このK町が葛
巻町であります。「朝から元気にスタート
するため」をかかげ朝食指導に力をいれ、
心理的にも良好な経過を収めている町での
肥満児童の割合が4.7％減少しております。
（32）
　人口の少ない町でありますが、養護教諭
が中心となって教職員、町役場の保健師、
栄養士そして保護者、地域の人たちが一緒
になって取り組んでいる食育事業、心身へ
の良好な影響そして肥満児童の減少しいて
はメタボリック・シンドローム予防など好
成績を挙げていると思います。医師の少な
い特に子どもに関わる医師のいない地域で
の立派な実践をお話しました。拍手を送り
たいと思います。
　私たち学校医は健康、病気と栄養に関す
る医学的な知識をこどもや保護者にまた学
校教職員らに提供し、食・栄養の重要性を
認識してもらう活動が役目かなと考えます。

　学校医は学校に行こうということで終わ
りたいと思います。
　発表にあたり資料のご提供やアドヴァイ
ス下さった岩手県県央保健所の六本木所長
さん、沢口栄養主任さん、葛巻町学校保健
会の養護教諭の先生方に深謝いたします。
ありがとうございました。
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平成21年6月24日 岩手日報より
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　日常診療の中で下痢、嘔吐、発熱など病

原性大腸菌感染による胃腸炎と考えられる

症状を訴えて来院する患者は相当数いる。

平成21年の１年間に当院で病原性大腸菌、

キャンピロバクターの検出のため207名分

の便培養をしたところ、170名の便の中に

これ等を検出できた。菌検出率は82％であ

り、この検査を実施した臨床検査機関の菌

検出率の２倍以上であることがわかった。

本来、病原性大腸菌は動物の消化管の中に

いて便中の排泄されるものである。それが

人間の便の中から検出されるということは

動物の便と人間の口とが何らかの関係でつ

ながっていると考えられる。

　そして、このように多く検出されるとい

うことはこの不衛生なことが日常的に行わ

れていると考えられる。

第26回岩手県学校保健・学校医大会で発表（平成22年1月17日㈰）

当院におけるこの1年間の病原性大腸菌による胃腸炎の発生について
岩手県小児科医会　
雫石町　上原　充郎
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■ ■ ■ ■ ■　会員の入会・退会・異動等　■ ■ ■ ■ ■
【入　会】

入会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 年齢 区分 備　　　　考

10月１日 あずみのクリニック 高 橋 和 人

【異　動】

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 異　　動　　の　　内　　容
異動区分 異動後の施設名

12月31日 坂 井 医 院 坂 井 博 毅 閉院 自宅会員に

１月１日 西 根 病 院 嶋 信 退職 自宅会員に

【退　会】

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 備　　　　　　　考

６月30日 松 井 勝 範 退職（盛岡市医師会へ）

７月31日 遠 藤 哲 夫 閉院（花巻市医師会へ）

７月31日 県 立 沼 宮 内 病 院 宮 本 勇 二 退職（八戸市へ）

８月26日 東 八 幡 平 病 院 玉 川 芳 春 死亡退職
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高橋　孝先生 書

　桜の開花をまだかまだかと待っている今日この頃です。さ

て、またまた郡医報発行が遅くなりました。そして今年度2

回の発行でした。本当に申し訳ありません。

　さて昨年は新型インフルエンザに振り回されました。大勢

の子どもたちが感染し、たくさんの人にワクチン接種しまし

た。しかしワクチン接種が後手後手にまわったことは確か

で、流行を抑えることができず、重症で入院加療した児もい

て、心を痛めました。また新型プリウスの発売そして欠陥で

TOYOTAさんも大変でした。新型に振り回された2009年

でした。

　郡医報つくりのお手伝いをして8年になりました。原稿の

お願いを快くお引き受けくださった会員の先生方、いつも表

紙を飾る絵をご提供くださった高橋孝先生、岩手山の写真を

撮ってくださった森先生、ありがとうございました。この場

をお借りして御礼申し上げます。またいつも不手際ばかりで

申し訳ありませんでした。会員の皆様にこの場をお借りして

お詫び申し上げます。新年度は原稿を提供する側にまわりた

いかな？ （山口淑子）


